
項 ⽬ 内 容
名称 クコ 、ゴジベリー [英]Goji、Chinese wolfberry、Wolfberry、Duke of Argyll's

tea-tree、Chinese box thorn、matrimony vine. [学名]Lycium chinense
Mill.、Lycium barbarum Linne

概要 クコは、本州〜沖縄、朝鮮半島、中国、台湾に分布するナス科の多年⽣⽊本。⾼さ1
〜2 mに⽣⻑する。若芽をお浸しや和え物、天ぷらなど、果実をドライフルーツな
どで⾷してきた。なお、⽇本薬局⽅では果実が⽣薬の枸杞⼦ (クコシ) 、根⽪が地⾻
⽪ (ジコッピ) の原料とされ、枸杞⼦は虚労、⼼病に、地⾻⽪は解熱に使⽤されてい
るが、⾷品のクコと混同しないよう、注意が必要である。

法規・制度 ■⾷薬区分
・ジコッピ (クコ) 根⽪︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に該
当する。
・クコ (クコシ/クコヨウ) 果実、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬
品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・クコシ、ジコッピが収載されている。

■⾷品添加物
・天然⾹料基原物質リスト

クコが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質

分析法 ・L. chinenseのリシウモシド、ルチン、クロロゲン酸、ケルセチン-3-O-ソホロシ
ド、ケンフェロール-3-O-ソホロシドをUV検出器を装着したHPLCで分析した報告
がある (101) (1998137902) 。
・L. chinenseの揮発性中性成分として、カロテノイド由来と考えられる化合物 (ジ
ヒドロアクチニジオリド、サフラナール、β-イオノン、メガスティグマトリエノ
ン、3-ヒドロキシ-β-イオノン) 14種を検出したという報告がある (1984171674)
。
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循環器・
呼吸器

メタ分析
・2017年3⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験7報に
ついて検討したメタ分析において、クコ (L. barbarum、果実4報、多糖2報、部位
不明1報) の摂取は空腹時⾎糖 (4報) の低下と関連が認められたが試験によるばらつ
きが⼤きく、体重 (5報) 、⾎圧 (拡張期、収縮期 (各6報)) 、⾎中脂質 (TC、TG
(各3報)) との関連は認められなかった (PMID:28401234) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

RCT
・⾼齢者150名 (試験群75名、平均67±2歳、中国) を対象とした⼆重盲検無作為化
プラセボ対照試験において、クコ (L. barbarum) 果実530 mg/g含有粉末13.7 g/
⽇を90⽇間摂取させ、30⽇⽬にインフルエンザワクチンを接種させたところ、総
IgG、インフルエンザ特異的IgGの増加、ワクチン接種後の抗体の陽性化率上昇が認
められた。⼀⽅、総IgM、特異的IgM、遅延型⽪膚反応、炎症マーカー (CRP、オロ
ソムコイド、IL-6、sTNR-R1) に影響は認められなかった (PMID:22352435) 。ま
た、網膜の⻩斑⾊素減少抑制、総抗酸化能上昇が認められたが、軟性ドルーゼン数
に影響は認められなかった (PMID:21169874) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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